
 

事業事前評価表 

 

国際協力機構地球環境部 

１．案件名                                                 

 国 名： ブラジル連邦共和国 

 案件名： 和名 パラナ州上下水道システム運営・維持管理能力強化プロジェクト 

  （円借款附帯プロ） 
 英名 Project for Improvement of Operation and Maintenance of Water     
              Supply and Sewerage Systems in Parana States 
  

２．事業の背景と必要性                                       

（1）ブラジルにおける上下水道セクターの現状と課題 

 ブラジル連邦共和国（以下、ブラジル）南部に位置するパラナ州クリチバ首都圏では

急速な都市化により上下水道の不足が発生し、住民の生活環境の悪化の回避が喫

緊の課題となっていた。こうした状況下、JICA は同州のクリチバ首都圏、沿岸地域及

びその周辺部を対象にパラナ州環境改善事業［円借款：1998年 1月 L/A締結、承諾

額約 237 億円、先方実施機関：パラナ州衛生公社（以下、SANEPAR）］を実施した。

同事業は 2009 年に完了し、①貯水池、送配水システム、浄水場の建設･補修による

上水道整備、②下水処理施設及び周辺設備の建設、補修による下水道整備が実施

され、施設の本格運用が開始されて 3年を経過したところである。 

 しかし、クリチバ首都圏では、不適切な維持管理及び適宜の施設更新が行われて

いない老朽化した上下水道施設を数多く抱えており、上下水道管の腐食･損傷･閉塞

等による上下水の漏出、流量増加時におけるマンホール･排水口からの下水溢出等

の問題が起きている。また、円借款事業対象施設においても、一部施設の維持管理

について改善が必要な状況も見られることから、当初予定していた施設能力が十分

に発揮されていない状況も見られる。JICA が派遣した専門家は、これらの課題解決

に向けては、上下水道台帳の整備による維持管理作業効率化及びそれによるコスト

削減、SANEPAR の施設運営･維持管理技術改善、が必要と指摘している。また、ブ

ラジルでは上下水道の処理水の水質基準が年々厳しくなっており、現在の処理方法

では水質基準をクリアできなくなることが SANEPAR内で強く懸念されている。 

 以上の背景の下、ブラジルは、SANEPAR の上下水道施設の運営･維持管理能力

及び上下水処理技術の向上を目的とした技術協力の要請を行った。 

  

（2）ブラジルにおける上下水道セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

 ブラジルは 2007年に「連邦基礎衛生法」（Lei Federal 11.445）を制定し、同法内で

上水道、下水道、都市廃棄物、都市域の雨水排水管理の 4 分野におけるサービスを

より多くの国民が等しく受けられるためのガイドラインを示した。右ガイドラインでは、
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上記 4 分野の基礎衛生サービスを提供する関係者の役割分担を明確化し、4 年ごと

に中長期的な計画策定を行うこと等が明記された。SANEPAR はこれらの法規・ガイ

ドラインの下、自治体とのコンセッション契約に基づいて 345市に対し、上下水道サー

ビスを提供している。2011 年 4 月には「国家基礎衛生計画（PLANSAB）1」が作成さ

れ、今後は当計画に基づき州レベルでの具体的な目標を含む州基礎衛生計画が順

次作成される見通しであり、本事業はパラナ州 345 市に上下水道サービスを提供す

る SANEPAR の維持管理能力強化によるサービス改善に貢献することから、州レベ

ルの基礎衛生改善を目標とした PLANSAB と整合する。 

 またパラナ州では、SANEPAR により上下水道サービスのマスタープランを策定中

であり、2040 年までの将来的な投資ニーズ等を算出しているほか、3 カ年の戦略計

画（2012-2014）等において、下水道サービスの普及率を上げるための上下水道維

持管理に係る投資計画が掲げられている。 

  

（3）ブラジル上下水道セクターに対する我が国及び JICAの援助方針と実績 

日本政府の「ブラジル連邦共和国事業展開計画」（2011年 6月）では、援助重点分

野として、１）環境、２）社会経済格差是正、３）三角協力の 3つの柱が掲げられており、

本プロジェクトは、1 つ目の重点分野に資する「都市環境改善プログラム」に位置づけ

られる。 

 JICAの上下水道セクターにおける協力としては、過去 8案件の円借款供与の実

績があり、現在「サンタ・カタリーナ州衛生改善事業（2010 年 3 月 L/A 調印、144 億

円）」及び「ビリングス湖流域環境改善事業（2010年 10月 L/A調印、62億円）を実施

中である。また、無収水管理については、サンパウロ州で技術協力「無収水管理プロ

ジェクト（2006-2010）」を実施した他、「サンパウロ無収水対策事業（2012年 2月 L/A

調印、335億円）」及び中南米とポルトガル語圏アフリカ諸国を対象に 2010年から 5

年間の予定で第三国研修を実施している。 

 

（4）他の援助機関の対応 

ブラジルにおける援助分野別構成比を見ると、水供給・衛生分野は教育や環境保

全とともに主要分野の一つとなっている2。なかでも水供給・衛生分野を含む社会イン

フラ・サービス3への協力は全協力額の約半分を占めており、セクター別資金配分の

構造は過去 10年間で大きな変化は見られない4。 

上下水道セクターに対する主要な協力機関としては、世界銀行（IBRD）と米州開発

銀行がある。両機関は上下水道整備に係る国際機関からの主要資金源であるが、

                                                  
1 Plano Nacional de Saneamento Basico (PLANSAB), Proposta de Plano, abril 2011 
2 二国間および多国間協力の合計を指す（出所：OECD-DAC） 
3 教育、保健、人口、水供給・衛生、ガバナンス等のセクターを含む 
4 外務省「ブラジル国別評価報告書」（2010 年 3 月） 
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パラナ州においては両機関ともに当該分野における協力は実施していない。 

  

３．事業概要                                                

（1）事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

本事業は、パラナ州衛生公社（SANEPAR）オペレーション部を主な対象に、（１）下

水管路維持管理能力強化、（２）下水処理場運転維持管理能力強化、（３）浄水場運

転維持管理に係る SANEPAR の能力強化、を行うことにより、クリチバ首都圏と沿岸

部における上下水道維持管理改善を図り、もってプロジェクト対象地域での

SANEPARの上下水道サービス改善及び 2020年までのプロジェクトで作成された施

設更新計画実行に寄与するものである。 

 

（2）プロジェクトサイト／対象地域名 

パラナ州クリチバ首都圏及び沿岸部 

 

（3）本事業の受益者（ターゲットグループ） 

パラナ州衛生公社(SANEPAR)オペレーション部 

 

（4）事業スケジュール（協力期間） 

2012年 7月～2015年 6月（計約 36 ヶ月）を予定 

 

（5）総事業費（日本側） 

3.4億円 

 

（6）相手国側実施機関 

パラナ州衛生公社(SANEPAR) 

 

(7)投入（インプット） 

1）日本側 

①専門家派遣 （合計 70M/M程度を想定） 

・ 総括／下水処理場運転維持管理 

・ 下水管路維持管理 

・ 下水管路診断 

・ 浄水場運転維持管理 

・ 下水処理技術 

・ 浄水技術 

・ 電気機械技術 
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②研修 

・ 本邦研修（3～5名／年） 

③ローカルコスト 

④機材供与 

・ 下水管路診断ＴＶカメラ一式 

・ 超音波流量計 

 

2）ブラジル側 

①カウンターパート配置 

・ プロジェクトディレクター 

・ プロジェクトマネージャー 

・ 下水管路診断チームのカウンターパート 

・ 下水処理場 Standard Operation Procedure(SOP)チームのカウンターパート 

・ 浄水場 SOPチームのカウンターパート 

②施設 

・ 専門家執務スペース 

・ 事務機器 

・ ネット接続 

・ 研修・ワークショップ用教室 

③ローカルコスト 

・ パイロットエリアの下水管路診断及び管路補修・更新に必要な費用 

・ 供与機材の設置費用 

・ 上下水高度処理パイロットプロジェクトに必要な費用（資材費、工事費、運転費

用） 

・ 関税、付加価値税、供与機材の輸入に係る通関、倉庫保管、内陸輸送に係る費

用 

 

（8）環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境に対する影響/用地取得・住民移転 

①カテゴリ分類（A,B,Cを記載）：C 

②カテゴリ分類の根拠：本プロジェクトは既存の浄水場や下水処理場および下水

管路の維持管理強化を図るものであり、環境の改変を伴うような建物の建設

や機材の設置に係る活動は想定されていない。このため、JICA環境社会配慮

ガイドラインに規定されるカテゴリ Cに適合する。なお、施設の維持管理マニュ

アルや更新計画の策定にあたっては、臭気対策や水質・大気汚染等を含む環

境面への配慮が引き続き十分なされることが重要である。 
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2) ジェンダー・平等推進/平和構築・貧困削減 

① ジェンダー・平等推進 

特になし 

 

② 貧困削減 

ブラジルでは、2007 年の連邦基礎衛生法の制定により上下水道サービスを含

む基礎衛生サービスをより多くの国民が等しく受けることを目指している。国家開

発計画である「成長加速化プログラム」（PAC）の枠組みでも、上下水道整備に際し

貧困世帯の多い州または市町村への配慮がなされるなど貧困削減に資する視点

からの取り組みを行っている。下水管路診断のパイロット地域内や対象となる上下

水処理場のサービス人口内に貧困世帯が含まれるかどうかの詳しい情報はプロジ

ェクト実施中に確認し、プロジェクト活動が貧困世帯に与え得る影響について、適

宜注視・配慮していく。 

 

（9）関連する援助活動 

1）我が国の援助活動 

パラナ州上下水道セクターへの協力として、上述の有償資金協力「パラナ州環境

改善事業」が挙げられる。右事業は 2009 年に完了し施設の運用が開始されている

が、施設の更新や維持管理面で課題が残されており、附帯プロジェクトとして本プロ

ジェクトが実施されることとなった。 

 

2）他ドナー等の援助活動 

特になし 

 

４．協力の枠組み                                            

（1）協力概要 

1）上位目標：プロジェクト対象地域で、SANEPARの上下水道サービスが改善する。 

指標：1. 2018 年までに下水道サービス受給人口がクリチバ首都圏で 79％に、沿岸

部で 60％に増加する（2011 年ベースライン値：クリチバ首都圏 72％、沿岸

部 49.4％） 

2. 2020年までにプロジェクトで作成された施設更新計画が実行に移される。 

 

2）プロジェクト目標：プロジェクト対象地域で、SANEPAR の上下水道維持管理が改

善する。 
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指標：1.下水処理場の維持管理に係るパフォーマンス指標（下水処理インデックス5、 

     処理水１㎥あたりの使用電気量と薬品量、処理水質の省令準拠率）が xx％ 

     改善する。 

2. 浄水場の維持管理に係るパフォーマンス指標（生産水１㎥あたりの使用電

気量と薬品量、飲料水の省令準拠率）が xx％改善する。 

 

3）アウトプット及び活動 

アウトプット１：SANEPARの下水管路維持管理に係る能力が強化される。 

（指標） 

1-1. パイロット地区の下水管路の破損や溢水発生件数が xx％減少する。 

1-2. パイロット地区の下水管路の浸潤量（infiltration)が xx％減少する。 

 

（活動） 

1-1 対象地域の維持管理担当者に対して下水管路診断・維持管理に係る研修を行

う。 

1-2 SANEPARオペレーション部内に下水管路診断チームを組織する。 

1-3下水管路診断パイロットエリアを選定する。 

1-4パイロットエリアの下水道台帳を準備し、下水管路を洗浄する。 

1-5 ビデオカメラを用いた下水管路診断の研修（OJT）を行う。 

1-6 診断結果を分析し、下水管路の補修・更新の非開削工法を検討する。 

1-7 パイロットエリアの下水道台帳に診断結果を入力し、下水管路の補修・更新計画

を作成する。 

1-8 パイロットエリアの下水管路の補修・更新を行う。 

1-9 クリチバ首都圏及び沿岸部の下水管路診断計画案を作成する。 

1-10 既存の下水管路材質・スペックを診断結果に基づき検討する。 

1-11 対象地域以外の維持管理担当者を中心とした下水管路更新パイロットプロジェ

クトの成果と下水管路更新計画普及のためのワークショップ／セミナーを実施す

る。 

 

アウトプット２：SANEPAR の中長期的な施設更新計画を鑑みた下水処理場運転維

持管理に係る能力が強化される。 

（指標） 

2-1. プロジェクトで作成された下水処理場更新計画がSANEPAR経営陣に承認され

る。 

2-2. 下水処理場更新計画に基づき年次予算計画が策定される。 

                                                  
5 下水処理インデックスとは、収集された下水総量に対する処理水量の割合を指す。 
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（活動） 

2-1 クリチバ首都圏と沿岸部の下水処理場・ポンプ場の実態調査を行い現状を分析

する。 

2-2 汚水量測定のための測定システムを構築する。 

2-3 下水処理場の SOP（Standard Operation Procedure）チームを組織する。 

2-4 （SOP チームを含む維持管理対象者に対して）下水処理場運転維持管理に係る

研修を行う。 

2-5 既存のマニュアルをレビューし、下水処理場の運転維持管理マニュアルを作成

する。 

2-6 下水処理場およびポンプ場の施設更新計画を作成する。 

2-7 再生水利用のための高度処理施設導入の実現可能性に係る調査を行う。 

2-8 （仮) 上記活動 2－7 の調査結果に基づき、高度処理パイロットプロジェクトを実

施する。 

2-9 下水処理場の維持管理に係るパフォーマンス指標（実績値）のモニタリングを行

う。 

2-10 （対象地域以外の維持管理担当者を中心とした）下水処理場の維持管理マニ

ュアルおよび更新計画普及のためのワークショプ／セミナーを実施する。 

 

アウトプット３：SANEPARの中長期的な施設更新計画に沿った浄水場運転維持管理

に係る能力が強化される。 

（指標） 

3-1.プロジェクトで作成された浄水場更新計画が SANEPAR経営陣に承認される。  

3-2.浄水場更新計画に基づき年次予算計画が策定される。 

（活動） 

3-1 クリチバ首都圏及び沿岸部の浄水場の実態調査を行い現状を分析する。 

3-2浄水場の SOP（Standard Operation Procedure）チームを組織する。 

3-3（SOP チームを含む維持管理対象者に対して）浄水場運転維持管理に係る研修

を行う。 

3-4既存のマニュアルをレビューし、浄水場の運転維持管理マニュアルを作成する。 

3-5浄水場の施設更新計画案を作成する。 

3-6 藻類除去のための高度処理施設導入の実現可能性に係る調査を行う。 

3-7 （仮) 上記活動 3－6の調査結果に基づき、高度処理パイロットプロジェク 

    トを実施する。 

3-8 浄水場の維持管理に係るパフォーマンス指標（実績値）のモニタリングを行う。 

3-9 （対象地域以外の維持管理担当者を中心とした）浄水場の運転維持管理マニュ

アルおよび更新計画普及のためのワークショップ／セミナーを実施する。 



 8

 

4）プロジェクト実施上の留意点 

① 指標のターゲット値の決定 

指標のターゲット値の一部はプロジェクト開始後に検討する。ターゲット値が確定

していない箇所として、アウトプット１の指標はパイロット地域の選定（活動１－３）後

に、プロジェクト目標の指標はベースライン調査（活動２－１と３－１）実施後にそれ

ぞれ確定する。 

② 下水管路診断チームと SOPチームの形成 

プロジェクトの実施にあたっては、アウトプット１で下水管路診断チームを、アウト

プット２と３で下水処理場または浄水場維持管理のSOPチームを形成する。SOPチ

ームの主な役割としては、1) 施設の運転維持管理マニュアルの策定、２）施設更新

計画の策定と予算の申請、３）高度処理施設導入の実現可能性に係る調査への協

力、等が含まれる。 

③ 施設更新計画 

アウトプット２および３で作成される「施設更新計画」とは、対象となる下水処理場

または浄水場のリハビリ計画に加え、より中長期的な施設更新に係る計画を含むも

のである。なお、SANEPAR では現在 2040年までを視野に入れた長期的な需給バ

ランスを踏まえ上下水道マスタープランを策定中であるが、右マスタープランには本

プロジェクトで作成予定の個別施設の更新計画は含まれていない。本プロジェクトに

おける施設更新計画の策定にあたっては、上記マスタープランの進捗や成果を踏ま

えながら、関連部署と十分な情報交換を図りつつ進めて行く。 

④  活動２－８と３－７について 

活動２－８および３－７は、仮の活動として暫定的に計画されている。この理由と

しては、これらの活動が高度処理施設の導入可能性に関する調査結果（活動２－７

と３－６）を踏まえて検討／実施されるものであり、パイロット事業実施にあたっては

SANEPAR側の工事費用負担が前提となっていることが挙げられる。高度処理施設

導入可能性の比較検討及びパイロットプロジェクト実施は、SANEPAR の将来的な

施設更新のための判断材料としての技術検討である。そのため検討の結果、活動

が実施されなくとも本事業内の成果及びプロジェクト目標達成等に影響はない。 

 

（2）その他インパクト 

特になし 
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５．前提条件・外部条件 (リスク・コントロール)                                   

（1）事業実施のための前提条件 

 特になし 

 

(2)成果達成のための外部条件 

 特になし 

 

(3)プロジェクト目標達成のための外部条件 

プロジェクトにより能力向上支援を受けた SANEPARの職員が大幅に離職しない。 

 

（4）上位目標達成のための外部条件 

1中央政府ならびに州政府の上下水道運営に関する政策が大幅に変更されない。 

2 施設更新計画を実施するための予算が SANEPAR内で確保される。 

 

６．評価結果                                                

本事業は、ブラジルの開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致して

おり、また計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。プロジェクトの実

施にあたっては、上記４．（１）に挙げたプロジェクト実施上の留意点を注視しつつ活動

を進めていくことが望ましい。 

 

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用                           

下水処理施設の維持管理に係る課題として、サウジアラビア国「下水処理施設運

営管理プロジェクト（2007-2009）」では、設計を上回る流入負荷に起因すると考えら

れるものが数多く挙げられた。この場合、施設・設計面での改善や更新なしに対症療

法のみでの解決には限界が生じており、維持管理のみならず施設更新・設計に携わ

る関係者との有機的連携の必要性が再認識された。6 

本プロジェクトでは中長期的な視点に基づく「施設更新計画」の策定が計画されて

おり、右計画策定にあたっては施設更新・設計に携わる関係部署と連携を取りつつプ

ロジェクトを実施する。例えば、下水管路診断チーム・SOP チームを施設更新・設計

に関わる部署（Planning and Operational Development: GPDO）と現場の維持管理

を担当する部署（Metropolitan Curitiba and Coastal Area: GGML）で構成する等、

有機的連携を図る。 

 

 
                                                  
6 サウジアラビア国下水処理施設運営管理プロジェクト事業完了報告書（2009 年 4 月） 
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８．今後の評価計画                                           

（1）今後の評価に用いる主な指標 

  ４．（１）のとおり。 

 

（2）今後の評価計画 

 事業開始 1 ヵ月後   ベースライン調査 

事業終了 6 ヶ月前 終了時評価 

事業終了 3年後 事後評価 

以 上 


